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栃木農試研報　No26：71〜78（1980）

トマトの自すじ腐れ病果の発生要因と対策

長

　　　　　　　　　　　　　　　　

修・大和田常晴・青木一郎・高橋栄一・大橋

敢

※※

　　　　　　1　緒　　言

　トマトのすじ腐れ病果には，維管束及びその

周辺部の組織がかっ変するかっ変型と果皮や果

壁が硬化し，果皮に不規則なおうとつを生じ，

果壁に白〜黄かっ色のす入り症状を呈する白変

型の2種類がある．前者は黒すじと称し日照不

足，多窒素，過繁茂及び多湿などが発生要因と

考えられているのに対し，白変型，いわゆる白

すじ腐れ病果の発生についてはTobacco　mo−

　　　1，4，9，12）

saic　virus　　　（以下TMVと略記）やカリ

　　7，8，11，13）

欠乏　　　　　が誘発要因とする報告が数多く

　　　　　　　　　　　　　　　3〜6，14）

みられる．また，草勢，栽培環境条件

　　　　　　3，4）

及び品種間差異　　との関係についての報告も

　　　　　　　　　　　　　　4，6）

あるが，実用的な分野での防止対策　について

はあまり明らかにされていないのが現状である．

なお，本病の発生防止対策にT　M　V弱毒系統の

　　　　　　　2，4，10）

接種が有効である　　とされているが，接種及

び無接種にかかわらず外観的にまったくウィル

ス症状が認められない場合にも発生し，TMV

抵抗性品種でも一部に発生がみられるなど，発

生の現状を考え合せると弱毒ウィルスの利用の

みでは防止対策として十分とはいえない．

　本県でも1970年ごろからハウス栽培で白すじ

腐れ病果の発生が認められ，被害程度も年々増

加の傾向にあったため，筆者らは1972年から品

種，T　MV，草勢及び施肥，土壌水分，地温，

夜温，日照条件などの栽培環境要因と発生の関

係について検討を行ってきた。しかし，近年は

T　M　V抵抗性品種を利用した栽培が多くなった

ことで本病の発生は軽減されつつあるが，なお

抵抗性をもたない品種を中心に発生が多く認め

られている現状から，発生要因の解明と防止対
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策が強く要望されている。そこで，発生に関与

する2〜3の要因と実用的な防止対策をほぼ明

らかにすることができたので，ここに報告する．

　　　　　　II試験方法

　1．　品種及び弱毒ウィルス接種と白すじ腐

　　　れ病果の発生（1975〜1977，1979）

　白すじ腐れ病果発生の品種間差異を明らかに

するため1975年に強力旭光ほか3品種を供試し，

1区5株，1区制，11月11日は種で検討した．

また，弱毒ウィルス接種と発生の関係を明らか

にするため千葉農試より譲り受けたLllAを用

い，　100倍液を本葉1．5葉期の東光Kに噴霧処

理し，1976年には場内及び現地（宇都宮）で，

1977年は現地（宇都宮）でそれぞれ9月下旬は

種で検討した．弱毒の接種濃度については1979

年にLllAの50及び100倍液につき1区10株，

1区制で発生との関係を調査した．

　2．　ウィルス接種時期と白すじ腐れ病果の

　　　発生（1978）

　TMVと発生の関係を明らかにするため，東

光Kを用い，才2花房開花期，幼果期，肥大期

及び成熟期にTMV感染茎葉の乾燥粉末1，000

倍液2ccを才1花房下の茎になすりつけ接種し

た。規模は1区10株，2区制とし，9月20日は

種，12月12日定植の接ぎ木栽培（台木：K　N　V

F）で検討した．なお，才2花房開花期接種は

1月6日，成熟期は4月2日に接種した．

　3．　施肥条件と白すじ腐れ病果の発生

　　　　（1972〉

　東光Kを用い，多カリ，微量要素，深耕及び

標準の4処理を設け，a当たり窒素1．5�s，リ
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